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著作権 

本文書の著作権はZiFiSenseに帰属します。事前にZiFiSenseの書面による許可を得ることなく、いかな

る方式でも複製してはなりません。  

 

免責声明 

ZiFiSenseが本製品に変更を加えた場合、あらためて通知を差し上げませんことをお許しください。ZiFi

Senseが提供する情報は正確かつ信頼できるものです。ただし、ZiFiSenseはその使用及びその使用によ

る特許又は第三者の権利の侵害に対して、責任を負いません。その他の特許使用許諾を得ていないもの

は、ZiFiSenseの特許所有権の範囲内と見做されます。 
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1.製品紹介 

ZETAモジュールを実装、RS485インターフェースを介してデバイスパラメータを読み取ることができる。

Modbus RTUプロトコルをサポートする。 

2.適用範囲 

スマートメーター、485 Modbus RTUインターフェース付きセンサー 

3.製品外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.特徴 

✓ ワイヤレス伝送 

✓ 商用電源、超低消費電力 

✓ 設置が便利で、感度が高い 

✓ 信頼できる検知、リアルタイム送信 

✓  

5.製品仕様 

プロダクトNo. D485ZT 
 

無線仕様 

プロトコル ZETA 

周波数 920MHz 

送信出力 13dBm (20mW) 

電気仕様 

入力電圧 100~240V AC 

電源周波数 50~60Hz 

待機電流 ≦5µA 

動作電流 ≦70mA  

物理仕様 

サイズ 36×104×59 mm 

筐体素材 ABS 

防水・防塵規格 IP45 

アンテナ 外付スティックアンテナ 

検出特性 電流検出範囲 RS485 

動作環境 
動作温度 -20~60℃ 

保存温度 -25~70℃ 

 

 

6.パッケージリスト 

 

 

 

485トランシーバー本体 1台 

5mスティックアンテナ（L型） 1本 

電波法 工事設計認証番号：006-000527 

電気通信事業法 認証番号：D21-0033001 
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7.設置説明 

注意！電源の接続作業には電気工事士の資格が必要です。 

三相3線の回路より200Vを取得した場合正常な動作が得られない場合がありますので、 

単相3線の回路より単相100V及び単相200Vの電源取得をおすすめいたします。 

7.1レール取付 

7.1.1補助部品 

 材 料 数 量 

1 C45規格ガイドレール 1 

2 適合ネジ 若干 

 

レールサイズ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1.2設置手順 

◆レール設置 

設置する前に、レール取付面のバリや取付壁の汚れを清掃してください。 取付面にガイドレールを取

り付け、ボルト穴の位置を確認し、順次ボルトを締め付けます。 

◆デバイス設置 

下図のようにデバイスをレールにはめ込み、デバイス裏面のスナップを押してレールに嵌合します。 
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◆配線 

図に示すように、ラベルに従って接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.試運転 

8.1インジケータ―の説明 

⚫ 赤色：電源用 

常時点灯 

⚫ 黄色：ステータス表示 

➢ 登録時：登録が成功するまで2s毎に2ms点灯、デバイスがスリープ状態になると消灯 

➢ 登録完了時：500ms毎に2ms点灯を5s間継続 

➢ 正常動作中：1分毎に2ms点灯 

⚫ 緑色：センサーデータ取得表示 

➢ データ取得時：1s点灯 

➢ アラーム発生時：500ms点灯、500ms消灯をアラームが解除されるまで継続 

8.2使用手順 

⚫ アンテナを接続し、デバイスをZETAネットワークの通信範囲内に設置します。 

⚫ 電源を投入後、インジケータでネットワークへの登録完了と正常動作を確認。 

⚫ 必要に応じて、アラームしきい値とレポート期間等を設定します。 

⚫ 日常のメンテナンスとデータ閲覧を行います。 

 

8.3機能サポート 

⚫ バージョン番号報告：電源投入後一度だけ報告します。 

⚫ ステータスレポート：正常なハートビート/ アラーム/ アラーム解除、および電源投入後

にハートビートステータスが報告されます。 

⚫ ハートビート間隔の設定/ 照会：現在設定されているハートビートの間隔を設定または

問合せます。 （範囲：1〜65535分、デフォルト：60分） 

⚫ アドレスコードの設定/ 照会:485通信には、アドレスコードの一致が必要である。(範囲:1〜247、デ

フォルト:なし) 

⚫ レジスタ機能コードの設定/ 照会:Modbus の機能コードの照会または設定する。(範囲:03または04) 

NC：保留。接続する必要なし。 

L/N：電源に接続する、AC100V～240V 

A+：485プラス 

B-：485マイナス 
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⚫ 取得パラメータの設定/ 照会:読み取るレジスタアドレスと読み取るバイト数を設定時に入力し、複数

の取得パラメータを同時に設定できる。 

⚫ シリアル・パラメータの設定/ 照会:シリアル・パラメータは、ボーレート、データ・ビット、パリテ

ィ・ビット、ストップ・ビットを含み、パラメータは、データを正常に読み取るために、デバイスと

一致しなければならない。 

⚫ データ照会:受動的に報告を待つことに加えて、デバイスに現在データを収集していることを能動的

に照会することができる。 

⚫ バージョン番号の照会:現行デバイスのソフトウェア・バージョン番号を能動的に照会することがで

きる。 

 

注：旧型のセンサーでは、一部の機能がサポートされていない可能性があります。 

ご質問がある場合は、日本総代理店 株式会社テクサー support@techsor.co.jp にお問合せください。 

 

 

9.トラブルシューティング 

⚫ ZETA通信のネットワーク範囲内に設置されていることを確認してください。 

⚫ ZETA Cloud Platform サービスで、ZETAモジュールが正常に起動・登録・稼働してい

ることが確認してください。 

⚫ ZETAモジュールならびにセンサーに適切な電源が供給されているか確認してください。 
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改訂履歴 

版 数 日 付 改定内容 

V1.0.0 2019.7.2 初 版 

V2.0.0 2020.9.18 電源の注意追加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本総代理店 

株式会社テクサー 

〒105-0013 東京都港区芝2丁目5-19 ITOビル5階 

TEL:03-6803-4317 FAX:03-6803-4318 

www.techsor.co.jp ｜ support@techsor.co.jp 

Shanghai, China  

Room 901, Block 67, Hongcao 

Building,421 Hongcao Road, 

Shanghai 

+86 (0) 21-61320820 

Xiamen, China  

Room 1303, Building A-02, 

Software Park Phase Ⅲ, Jimei 

District, Xiamen 

+86 (0) 592 6070310 

Cambridge, UK  

3 Charles Babbage Road,  

Cambridge, CB3 0GT 

United Kingdom 

+44 (0) 1223 491 099 

ZETAアライアンス  

www.zeta-alliance.org ｜ info@zeta-alliance.jp 


